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2 予 算 概 況
昭和61年度経費(項)研究所
人 件 費 物 件 費 _計 科 学 研 究 費 合 計
千円 千円 千円 千円 千円
364,624 258,903 618,527 82,240 700,767
科学研究費
年度 .種別 研 究 課 題 研究代表者 補助金額
昭打61年度特 定 (1)2総 合 ㈱ 神経回路網の可塑性の研究 久保田 競 千円20.100
高次脳過程の可塑性の研究 〟 18,000
サル上側頭溝ニューロンの行動学的特性とその可塑性の 三 上 .串江 原 昭 善 18,5
研究
人類の起源と系統をめぐる分子進化の研究推進
- 般 仕分一 0奨 励紬海外学術調査(調査総括)現地調査 チンパンジーにおけろ数の概念の形成 室 伏 靖 子 1,200
オナガザル科サルの系統分化に関すろ退伝学的研究 野 滞 誹 1.000
霊長類の季節性繁殖と松果体の機能連関 大 島 清 1,500
霊長類の音声知覚に関する研究 小 嶋 祥 三 200
ニホンザルにおける採食戦略の社会学 杉 山 亭 丸 1,000
チンパンジT二足歩行個体発達の運動力学的研究 木 村 賀 1,400





霊長矧 こおける種の認知の発達とその規定困 藤 田 和 生 1,050

















節2表 別 刷 点 数 昭和62年 3月末現在
節3表 和文雑誌 ･新聞および中国文雑誌1)スト
昭和62年8月未現在
雑 誌 名 所 蔵 懇 号 期 間
アイソトー プニュース 858-393+ 1984-1987
学 術 月 報 21(10-12),22-40+ 1969-1987
言 語 5,6(1-6,8-13),7-16+ 1976-1987
ホルモンと臨床 22,23(ト10,12),24-34(1-6) 1974-1986
迫 伝 30(6-ll,18),3ト41+ 1976-19871 085医学と生物学 82,83(ト4,6),84｢99,10(1-4)実験医学













姿勢研究 1-3,4(1),5+ 1981-198568 46 77 62
自 然 28(4-5,7-ll),24(1,4-5,7-◆12),2-88,39(1-5)3-24+代 謝
蛋白質 .核酸 .酵素 16(ト8,10-13)-18(lT5,8-18),19(1'9,ll8).20(2-14),21(-5)973-1975,1976ト8)1977-87+-21,22(ト ,4),23-32+
地質科学
動物学報
動物学研究 2,8(1),4(1,3-4),5(1,3-4),7+(1-2 2-5+人蘇 学報
考古学報 1978-1987+ 1973-1987
古脊椎動物学報 22三24+ 1984-198673 88
第4表 欧 文 雑 誌 1)ス ト
昭和62年 8月末現在













African JournalofEcology. 17-25+ 1979-198768 6
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雑 飴 名 所 蔵 懇 号 期 間
AmericanJburnalofAnatOmy. 189-178+ 1974-1987
Am erican JournaloEⅠ五lmmGenetics. 20-40+ 1968-1987
AmericanJournalofObstetricsandGynecology. 109(3-8),110-147 1971-1988
Anerican JournalofphysicalAn thropology.N.S. 10-ll.18-14..17-72十 1952-1987
AmericanJoumalofphysicalMedicine. 50-57 1971-1978





AmericanPsychologist. 7(1,3-6),29-42+ 1952,74-19853nalyticalBio emistry. 57-185
An atomicalRecord. 166-217+ 1970-1987
An atomischerAnzeiger. 126-162+ 1970-1987
AnimalBehaViour. 17-36+ 1969-1987
AnimalLearningandBelaVior. ト14+ 1973-198664 7082 8nalsoftheNewYorkAcademyofSciences.u RViewofBiod misty. 115(2),117(1),118(12,21),.84 4 4 562)157(2),159(8).60(),62(6 8 668 67 69.8)-85-10.8-925-26,4148-52
AnnualReViewofEcologyandSystematics. 1-17+ 1970-1986



















雑 誌 名 釈. 蔵 巻 号 期 間
Behaviour. 33-99+ 19 6 9 -1986
































CurrentContents.SocialandBehavioralScience. 6(6-52),7(1-8) 1974-197569 87LifeSciences. 12-1,16(1-17,19-52),19-21,22(-2,452),23-24,5(-474952,26-30+
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Human n:ology. 2-14+ 1974-1986
ⅠnternationalJoumaloE血drology. 1-9+ 1978-1986
















雑 誌 名 所 蔵 番 号 期 間
_Volume. 52-59 1970-1977



































雑 紘 名 釈 .蔵 番 号 期 間
















Primates. ト28+ 1957-19876 770
PrimateNews.oceedingsoftheAustralian PhysiologiCal and 5(10-ll),6(1-6,9-ll),7(1-.7-10),8(1-10),9(1-4,6-10). (ト10),ll(1-0)12(トlO),1 ト 4(1-10),5(14.6-),2 ),8()4(2),5( 2)
PhrnacologiCalSociety. 6-8









雑 誌 名 所 蔵 番 号 期 間
SouthwesternJournalofAnthropology. 6),220-256+24-8 1921-198768 72
SoVietAnthropologyandArcheology. 6(4),7-18 1967-1979
SoVietPsychology. 6(3-4),7-8,9(ト2) 1968-19710 8276 671
SymposiaoEtheZoologicalSocietyofLondon. ト4,8,10,13-15,17-18,21,23-24268,464849535+stcmaticZoology.
Terr etlaVie. 30-33,34(13-4),35-36,7(卜2),3(12 942+1-27+VisonResearch.
WildlifeMonographs. 19-80 1970-1981
WildlifeSocietyBuletin. 1-3 1973-1975
ZeitschriftfirMorphologieundAnthropologie.59(8),60-77+ 1967-1986
ZeitschriftfGrS'dugetierkunde. 1-3,4(卜2,4-6),5Jr 1927-1932
Zeitschrift'fG'rTierpsychologie. 1,52-70 193℃1980-19
Zeitschriftf辻rVersuchstierkinde. 14-20 1972-1978
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霊長類研究所図番室利用規定
I.閲宝時間と休室
1.閃室時間
平日:9時から17時まで｡
土曜日:9時から12時まで｡
2.体重
日曜日,国民の祝祭日,年末･年始は休室と
する｡
その他の臨時休室は,その都皮掲示する｡
I.閲 覧
1.閲覧者のff格
1)本研究所の教職員･大学院生及び研修員｡
2)本研究所の共同利用研究員で閲覧者カード
を提出するもの｡
3)本研究所教職員の紹介のあるもの｡
2.閲覧
1)閲覧者は図百室内で図昏(単行本,雑誌,
その他の資料)を自由に閲覧できる｡
2)閲覧後の図宙は必ずもとの場所にもどす｡
Ⅲ.貸出および返却
1.Ⅱの1･1)及び2)の該当者は,下記に従
い図百を借用できる｡すべての借用史料は,
原則として所外に持出すことはできない｡
a.単行本
l)単行本は1カ月間借用できる｡
2)借用時には,ブックカードおよび代木板
用紙に必要事項を記入する｡ブックカー
ドは所定の箱に入れ,代本板用紙は代本
校の背にそう入して,昏架上の本のあっ
た位置に置く｡
b.製本雑誌
1)魁本雑誌は3日間借用できろ｡
2)借用方法は単行本に準じる｡
C.末製本雑誌
l)宋製本の雑誌は15時から翌朝10時までの
問に限り借用できる｡
2)借用時には貸出カードに必要事項を記入
する｡
d.別刷
1)別刷は開室時間中に図書室内でのみ利用
できる｡
2)利用後は,返却台上の箱に返却する｡
2.参考図昏その他禁帯出扱いの図書は貸出さな
い｡
3.借用中の史料を転貸してはならない｡
4.円手続きをすることにより貸出期限の延長が
できる｡ただし.他に借用希望者がある時描,
そちらを優先する｡
5.借用後の図四は返却台に返却する｡
Ⅳ.総点検および長期貸出
1.梅坪1回図打の総点検を行なう｡この時は,
i2山期限内列を問わず,すべての図野を返却
する｡
2.総点検期間中,原則として図昏室は体重とす
る｡
3.図百委員会により研究室等への備えつけが認
められた図春は,長期貸出扱いとする｡長期
貸出期間は1年で,長期貸出扱いの更新は総
点検時に行なう｡
Y.そ の 他
1.資料を紛失したり汚損した場合は,代本また
は相当の代金で補わなければならない｡
2.借用資料を期日までに返却しなかった場合,
以後の貸出を一定期間停止されることがある｡
3.田畑および閲覧室円は禁煙とする｡
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資 料
コンピューターによってコード化きれ,整理さ
れた培本点数は以下の通りである｡
種 類 点数
約三紀噛乳頬レプt)カ 1,875
うち,詔長類 480
食虫類 261
ゲッ歯類･ 750
その他 384
(それ以外の標本 250)
人類化石レプリカ 400
詔長Wl骨格捺本(84種) 2,588
うち,旧世界ザル 1,807
新世界ザル 776
霊長類法治捺本
噂乳類骨格標本
霊長類歯牙レプ1)カ
嘱乳叛歯牙レプ1)カ
290
400
800
200
(昭和62年3月31日現在)
作製可能な霊長類骨格標本の頭数は,毎年400
体前後である｡こホンザルとリスザルが他を圧し
て多く,種類にかたよりがあることは否定できな
い｡ワシントン条約の規制のなかで,いかに培本
の質を高めてゆくかが,今後の資料のあり方をめ
ぐって最重要項目となろう｡
南米ザルのティティモンキー3種の系統学的研
究を遂行するために,ブラジルのリオデジャネイ
ロ自然史博物館所蔵の上記3種20個体の歯牙レ
プT)カが作成された｡歯牙外部形態学の研究に関
する限り,十分な標本が手元に揃ったことになる｡
模本をめぐっては,今後はこの種の活動が,ま
すます活発にならざるを得ないのではないか｡
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